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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期　
連結累計期間

第55期
第３四半期　
連結累計期間

第54期

会計期間
自平成22年４月１日

至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 10,972,857 10,964,170 14,300,675

経常利益（千円） 843,263 934,827 989,643

四半期（当期）純利益（千円） 513,836 529,282 505,396

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
418,338 442,959 423,049

純資産額（千円） 7,874,695 8,229,572 7,879,407

総資産額（千円） 14,816,405 15,248,281 14,554,638

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
83.05 85.55 81.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 53.1 54.0 54.1

　

回次
第54期
第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 30.60 42.02

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第54期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、アジアでは中国やインドを中心とする新興国が経済成長を支

えてきましたが、中国における金融引き締め策、インフレの加速と輸出の鈍化、さらにはタイにおける洪水の影響

により経済成長は減速傾向となりました。また、米国では雇用問題の改善の遅れ、財政赤字の拡大などにより、景

気回復ペースが鈍化しております。欧州諸国ではソブリン債務問題が深刻化し、債務危機回避の包括戦略が合意

されたものの、依然、債務危機の波及リスクなど懸念があり、世界経済全体の停滞感が強まりました。国内経済は、

東日本大震災の影響で基幹産業である自動車・電機等の製造企業が大幅減産のスタートから、急速にサプライ

チェーンの復旧が進み復興需要はあるものの、タイで発生した洪水によりサプライチェーンへの影響による一時

的な停滞、戦後最高値の更新となる円高水準により輸出関連企業の業績悪化や産業の空洞化、雇用不安などによ

り経済全体は、不透明な厳しい状態が続いております。

当社グループの主要取引先であります自動車業界の当第３四半期連結累計期間の状況は、国内販売台数は東日

本大震災からの復旧が進み回復する一方で、タイの洪水の影響もあり、3,065千台（前年同期比11.3%減）と前年

を割込みました。輸出台数は3,355千台（前年同期比9.3%減）となり、国内生産台数は6,492千台（前年同期比

8.4%減）と前年を下回るものの、回復基調となってきております。

このような状況の中、当社グループの連結売上高は10,964百万円（前年同期比0.1%減）となりました。東日本

大震災からの急速な復旧による復興需要の増加とタイの洪水による影響はあったものの最小限に収まり、建設機

械、産業機器関係の売上と、輸出向けを中心にした自動車の部品メーカー向けの売上も、引き続き好調に推移し、

前年同期の売上高と同等値まで回復しました。損益につきましては、第１四半期会計期間の生産高減少によるコ

スト高の影響もあり、営業利益は888百万円（前年同期比8.5%減）、満期保険の返戻金等の収入があり、経常利益

は934百万円（前年同期比10.9%増）、四半期純利益は529百万円（前年同期比3.0%増）となりました。

　

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。

① 車輌関連部品

当第３四半期連結累計期間におきましては、東日本大震災からの急速な復旧により復興需要がある中、タイの

洪水の影響を若干受けるものの、第２四半期会計期間からの乗用車の回復及び建設機械、産業機器の売上と輸出

向けを中心に環境対応車関連部品等の好調な売上により、当事業の売上高は、10,473百万円（前年同期比0.0%

減）と前年同期値まで急速に回復いたしました。

② その他

当第３四半期連結累計期間におきましては、日本及び北米市場の消費の低迷により住宅市場が落ち込む中、主

要販売製品の連続ねじ締め機等の売上が減少し、その他の売上高は、490百万円（前年同期比3.0%減）となりまし

た。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

　　(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は11百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

 

(4）従業員数　

　当第３四半期累計期間において、当社の従業員数は、前事業年度末に比べ56名増加し、当第３四半期会計期間末

日現在の従業員数は498名であります。事業強化のための新卒社員の入社のほか、連結子会社エム・シー・アイ株

式会社からの転籍を進めたこと等によるものであります。

なお、従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）でありま

す。  
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,711,000

計 23,711,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,546,200 6,546,200

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード）　

単元株式数100株

計 6,546,200 6,546,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)
　

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～　

平成23年12月31日
― 6,546,200― 1,095,260 ― 895,150

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     359,800 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式   6,185,900 61,859 　－

単元未満株式 普通株式   　　  500 － 　－

発行済株式総数 6,546,200 － 　－

総株主の議決権 － 61,859 　－

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ムロコーポ

レーション

東京都世田谷区上野毛一丁目

４番10号
359,800 － 359,800 5.49

計 － 359,800 － 359,800 5.49

　　（注）　当第３四半期会計期間末の自己株式数は359,884株であります。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,059,898 4,142,386

受取手形及び売掛金 3,166,499 3,907,826

製品 494,766 412,981

仕掛品 215,357 219,567

原材料及び貯蔵品 328,020 314,043

繰延税金資産 192,043 122,499

その他 143,823 129,479

貸倒引当金 △7,075 △663

流動資産合計 8,593,334 9,248,121

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,826,865 4,771,296

減価償却累計額 △3,160,634 △3,176,697

建物及び構築物（純額） 1,666,230 1,594,598

機械装置及び運搬具 8,355,216 8,468,828

減価償却累計額 △7,047,272 △7,186,894

機械装置及び運搬具（純額） 1,307,943 1,281,934

土地 1,406,644 1,394,205

建設仮勘定 161,136 206,712

その他 4,346,910 4,373,033

減価償却累計額 △4,102,701 △4,061,199

その他（純額） 244,209 311,833

有形固定資産合計 4,786,163 4,789,284

無形固定資産 122,535 104,913

投資その他の資産

投資有価証券 471,465 539,010

繰延税金資産 293,415 272,841

その他 310,725 317,044

貸倒引当金 △23,000 △22,935

投資その他の資産合計 1,052,606 1,105,960

固定資産合計 5,961,304 6,000,159

資産合計 14,554,638 15,248,281
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,216,484 2,953,642

短期借入金 1,205,557 1,720,737

未払金 650,571 784,615

未払法人税等 328,613 120,912

賞与引当金 306,703 160,062

役員賞与引当金 32,500 25,275

災害損失引当金 68,223 16,111

その他 289,012 448,196

流動負債合計 5,097,666 6,229,552

固定負債

長期借入金 840,000 25,000

退職給付引当金 389,764 369,522

役員退職慰労引当金 295,834 306,519

その他 51,966 88,115

固定負債合計 1,577,565 789,157

負債合計 6,675,231 7,018,709

純資産の部

株主資本

資本金 1,095,260 1,095,260

資本剰余金 904,125 904,125

利益剰余金 6,234,918 6,671,405

自己株式 △182,442 △182,442

株主資本合計 8,051,862 8,488,349

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66,486 45,390

為替換算調整勘定 △238,942 △304,168

その他の包括利益累計額合計 △172,455 △258,777

純資産合計 7,879,407 8,229,572

負債純資産合計 14,554,638 15,248,281
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 10,972,857 10,964,170

売上原価 8,596,501 8,709,749

売上総利益 2,376,355 2,254,421

販売費及び一般管理費 1,405,363 1,365,802

営業利益 970,992 888,619

営業外収益

受取利息 2,872 3,221

受取配当金 8,618 10,392

保険返戻金 － 97,353

その他 34,698 42,301

営業外収益合計 46,189 153,269

営業外費用

支払利息 33,811 23,680

為替差損 138,064 81,789

その他 2,043 1,590

営業外費用合計 173,918 107,061

経常利益 843,263 934,827

特別利益

投資有価証券売却益 16,657 －

固定資産売却益 － 80

その他 118 －

特別利益合計 16,776 80

特別損失

固定資産除却損 1,842 14,411

役員退職慰労引当金繰入額 10,703 －

その他 1,968 3,827

特別損失合計 14,514 18,238

税金等調整前四半期純利益 845,524 916,668

法人税、住民税及び事業税 243,568 281,434

法人税等調整額 88,120 105,952

法人税等合計 331,688 387,386

少数株主損益調整前四半期純利益 513,836 529,282

四半期純利益 513,836 529,282
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 513,836 529,282

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,347 △21,096

為替換算調整勘定 △91,151 △65,226

その他の包括利益合計 △95,498 △86,322

四半期包括利益 418,338 442,959

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 418,338 442,959

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

 　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　   該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

─────────────────

　

四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、

次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

流動資産　     

　受取手形 28,163千円

流動負債　     

　支払手形　 113,333千円

　その他　 13,377

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 652,485千円 減価償却費 606,881千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 61,863 10平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 92,794 15平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額　
（注２）　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

車輌関連部品事業

売上高    　  

外部顧客への売上高 10,467,702505,15410,972,857－　 10,972,857
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －　 －

計 10,467,702505,15410,972,857－　 10,972,857

セグメント利益 1,392,41052,5911,445,002△474,010　 970,992

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連続ねじ締め機、ねじ

          連綴体及び柑橘類皮むき機等の製造販売の新規事業品等事業であります。

２．セグメント利益の調整額△474,010千円には、報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

    おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額　
（注２）　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

車輌関連部品事業

売上高    　  

外部顧客への売上高 10,473,946490,22410,964,170－　 10,964,170
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －　 －

計 10,473,946490,22410,964,170－　 10,964,170

セグメント利益 1,313,40841,2731,354,682△466,063　 888,619

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連続ねじ締め機、ねじ

          連綴体及び柑橘類皮むき機等の製造販売の新規事業品等事業であります。

２．セグメント利益の調整額△466,063千円には、報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

    おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

   １株当たり四半期純利益金額 83円05銭 85円55銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 513,836 529,282

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 513,836 529,282

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,186 6,186

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　  該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２４年２月１０日

株式会社　ムロコーポレーション

取　　締　　役　　会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 町田　恵美　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 越智　慶太　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ムロ

コーポレーションの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２

３年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ムロコーポレーション及び連結子会社の平成２３年１２月

３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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